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タツロー君切手 

報道各位  

 
 

放送 1200回記念！ 

『山下達郎の JX グループ サンデー・ソングブック』 

リクエスト専用ハガキ＆タツロー君切手を 100名様にプレゼント！ 
 

 

 

1992年 10月 3日(土)にスタートした TOKYO FMの人気長寿番組『山下達郎の JXグループ サンデー･

ソングブック』(日曜日 14:00～14:55／TOKYO FMをはじめとする JFN全国 38局ネット)が、2015年 10月

11日の放送をもって 1,200回を迎えました。これを記念して、番組特製「サンデーソングブック専用！リク

エスト専用ハガキ＆タツロー君切手」を、リスナー100名様にプレゼントします！ 
 

◆とり・みき書下ろし！リクエスト専用ハガキ＆タツロー君切手 
『山下達郎のJXグループ サンデー･ソングブック』は、“最高の選曲を最高の音質で”をキャッチフレーズに、

山下達郎の膨大なレコード・ＣＤコレクションから、1950 〜1970 年代のオールディーズを中心に選曲する音楽

プログラム。山下達郎本人が全てのリクエストに目を通していくため、リスナーからのメッセージはメールでは受

け付けず、“本名で書かれたハガキ”のみ、というのも放送開始から変わらないスタイルです。 

この度、放送 1200回を記念して、リスナーの皆様への感謝を込めて、「サンデー・ソングブック専用！リクエ

スト専用ハガキ＆タツロー君切手」を制作致しました。イラストは、山下達郎の大ファンだという漫画家とり・みき

氏の書下ろし。ハガキ 10枚と切手 10枚をセットにして、リスナー100名様にプレゼント致します。 

ご応募はハガキにて受け付けます。たくさんのご応募お待ちしています！ 
 

＜宛先＞ 〒102-8080 TOKYO FM 『山下達郎の JXグループ サンデー･ソングブック』放送 1200回記念プレゼント係 

  ＜締切＞ 10月 25日（日）当日消印有効 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

『山下達郎の JX グループ サンデー・ソングブック』概要 

◆放送日時 毎週日曜日14：00～14：55 ◆放送エリア TOKYO FMをはじめとするJFN全国38局フルネット 

1992年10月3日の放送開始から23周年、2015年10月11日の放送で1,200回を迎えた人気長寿番組。“エバーグリーンなオール

ディーズ・ソングから、超絶カルトなレア音源まで”最高の選曲と最高の音質でお届けしている55分プログラム。「音の職人」とも称さ

れる山下達郎が、放送時の音質にこだわり、自宅で所有のレコードをラジオに適した音質に調整し直したものを放送している。   
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参考資料 

 

【サンデー・ソングブックについて】 
 

■番組がスタートしたのは1992年10月3日。当初は「サタデー・ソングブック」として毎週土曜日15時から放送し

ていましたが、1994年4月3日から毎週日曜14時～14時55分の時間に移行し、タイトルも「サンデー・ソングブッ

ク」と改めました。 
 

■キャッチフレーズは『日曜日の午後のひと時、最高の選曲を最高の音質で』 

その数約 6 万枚といわれる山下達郎のレコード・ＣＤコレクションから、本人の音楽ルーツである 1950 〜

1970 年代のオールディーズを中心に選曲する音楽プログラム。“音の職人”とも称される山下達郎らしく、音源

を自宅でラジオに適した音質にデジタルプロセッシングしたうえでオンエアしています。 
 

■レギュラー企画は、その日のテーマに合わせて選曲する「棚からひとつかみ」（通称タナツカ）、また番組のエ

ンディングで、その放送日の近辺で誕生日を迎えるリスナーの名前を読み上あげて「Happy Birthday」とメッセ

ージするのが恒例となっています。シーズン企画として、毎年8月下旬は「納涼夫婦放談」、12月下旬は「年忘

れ夫婦放談」と題して、それぞれ2週に渡って竹内まりやを迎えてトークを繰り広げます。 
 

■山下達郎本人が全てのリクエストに目を通していくため、リスナーからのメッセージはメールでは受け付けず、

“本名で書かれたハガキ”のみ、というのも放送開始から変わらないスタイルです。800回記念のアコースティッ

クミニライヴ招待にはなんと4万通、900回のステッカープレゼントには2万通もの応募が寄せられました。 

 


